
相次ぐ外来機の飛来に抗議する意見書 

 

令和２年１２月１日午前１１時から正午頃にかけて、米軍岩国基地所属のＦＡ-１８

戦闘攻撃機１１機が飛来、また同月６日午後５時半頃、米バージニア州ラングレー・

ユースティス統合基地所属のＦ-２２戦闘機２機の嘉手納基地への飛来が確認された

が、滞在期間等の詳細は明らかにされていない。 

先月１６日には横田基地からＣＶ-２２オスプレイ３機が、また同月２０日にも岩国

基地からＦＡ-１８戦闘攻撃機２機が飛来しており、町民からは相次ぐ外来機飛来に伴

う訓練激化による騒音増大、航空機の墜落事故を不安視する声が上がっており、いか

なる理由があれ外来機の飛来は容認することはできない。 

さらに、今月７日から１１日にかけて嘉手納基地内では即応訓練が実施され、昼夜

問わず飛行訓練による騒音、サイレン音や拡声器放送が鳴り響くなど、同基地におけ

る騒音激化は町民の受忍限度をはるかに超えており、米軍の傍若無人な基地運用に対

し強い憤りを禁じ得ない。 

このような状況下、在沖海兵隊は先月２４日に海兵航空嘉手納連絡隊の格納庫を披

露する式典を開催し「インド・アジア太平洋地域へのＦ-３５Ｂ戦闘機の展開を目的に

施設建設や航空作戦などに巨額の予算を充てた。前方展開の能力を拡大する」と発表

した。沖縄防衛局からの同施設に関する照会に対し、米軍は「施設の改修、更新はＦ-

３５Ｂ戦闘機の将来的常駐配備を目的としたものとの事実はない」と常駐は否定した

が、町民からは「同格納庫の周辺には屋根付き駐機場も整備され外来機の受け入れ体

制が強化された。今後、外来機の飛来が相次ぎ騒音激化及び機能強化に繋がる」と懸

念する声が高まっている。 

日米両政府は町民の切なる願いに真摯に耳を傾け、平成１８年の米軍再編ロードマ

ップで合意された嘉手納基地の負担軽減に向けて速やかに取り組むべきである。 

よって、嘉手納町議会は町民の生命、財産、安全及び平穏な生活を守る立場から、下

記事項を速やかに実現するよう強く要求する。 

 

記 

 

１ 嘉手納基地への外来機の飛来を中止すること。 

２ 騒音防止協定を遵守し、嘉手納基地の騒音軽減を確実に実施すること。 

３ 嘉手納基地の負担軽減に向けた取り組みを速やかに実施すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和２年１２月１１日 

沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 内閣官房長官（沖縄基地負担軽減担当） 

沖縄及び北方対策担当大臣 外務省特命全権大使（沖縄担当） 沖縄防衛局長 

沖縄県知事  



相次ぐ外来機の飛来に抗議する決議 

 

令和２年１２月１日午前１１時から正午頃にかけて、米軍岩国基地所属のＦＡ-１８

戦闘攻撃機１１機が飛来、また同月６日午後５時半頃、米バージニア州ラングレー・

ユースティス統合基地所属のＦ-２２戦闘機２機の嘉手納基地への飛来が確認された

が、滞在期間等の詳細は明らかにされていない。 

先月１６日には横田基地からＣＶ-２２オスプレイ３機が、また同月２０日にも岩国

基地からＦＡ-１８戦闘攻撃機２機が飛来しており、町民からは相次ぐ外来機飛来に伴

う訓練激化による騒音増大、航空機の墜落事故を不安視する声が上がっており、いか

なる理由があれ外来機の飛来は容認することはできない。 

さらに、今月７日から１１日にかけて嘉手納基地内では即応訓練が実施され、昼夜

問わず飛行訓練による騒音、サイレン音や拡声器放送が鳴り響くなど、同基地におけ

る騒音激化は町民の受忍限度をはるかに超えており、米軍の傍若無人な基地運用に対

し強い憤りを禁じ得ない。 

このような状況下、在沖海兵隊は先月２４日に海兵航空嘉手納連絡隊の格納庫を披

露する式典を開催し「インド・アジア太平洋地域へのＦ-３５Ｂ戦闘機の展開を目的に

施設建設や航空作戦などに巨額の予算を充てた。前方展開の能力を拡大する」と発表

した。沖縄防衛局からの同施設に関する照会に対し、米軍は「施設の改修、更新はＦ-

３５Ｂ戦闘機の将来的常駐配備を目的としたものとの事実はない」と常駐は否定した

が、町民からは「同格納庫の周辺には屋根付き駐機場も整備され外来機の受け入れ体

制が強化された。今後、外来機の飛来が相次ぎ騒音激化及び機能強化に繋がる」と懸

念する声が高まっている。 

日米両政府は町民の切なる願いに真摯に耳を傾け、平成１８年の米軍再編ロードマ

ップで合意された嘉手納基地の負担軽減に向けて速やかに取り組むべきである。 

よって、嘉手納町議会は町民の生命、財産、安全及び平穏な生活を守る立場から、下

記事項を速やかに実現するよう強く要求する。 

 

記 

 

１ 嘉手納基地への外来機の飛来を中止すること。 

２ 騒音防止協定を遵守し、嘉手納基地の騒音軽減を確実に実施すること。 

３ 嘉手納基地の負担軽減に向けた取り組みを速やかに実施すること。 

 

以上、決議する。 

 

令和２年１２月１１日 

沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

駐日米国大使 在日米軍司令官 在沖米四軍沖縄地域調整官 在沖米国総領事 

嘉手納基地第１８航空団司令官 沖縄県議会議長 

  


